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報告

大腸 ：長さは1.5ｍ～2ｍほどです。
大腸の役割：水分を吸収し便を作ることです。栄
養素の消化吸収作用はほとんどなく、小腸で消化
吸収された食物の残りは、大腸で水分が吸い取ら
れ、肛門に至るまでにだんだんと固形の便になっ
ていきます。大腸での水分吸収が不十分だと軟便
になったり、下痢をおこしたりします。
大腸がん（結腸・直腸）とは
①腺腫という良性ポリープががん化して発生
②正常な粘膜から直接発生

男性２位
82,809人

女性２位
64,915人

危険なサイン（大腸がんの初期症状）
大腸がんは早期の段階では症状がほとんどありませんが、以下のよう

な症状（サイン）が現れた場合は、大腸がんを疑って医療機関で検査を
受けましょう。
●便に血や粘液が混じったり、下血したりする（痔と自己判断しないこ
と）
●下痢と便秘を繰り返す（便通異常）
●残便感がある
●腹部に膨満感がある
●腹痛がある
●肛門通がある
●腹部にしこりがある
●腹鳴（おなかがゴロゴロ鳴ること）がある
●便が細くなった（便柱狭小化）
●貧血症状が続く
出典：日本対がん協会 大腸がんの基礎知識より

腫瘍の位置

右側大腸がん 左側大腸がん

盲腸
上行結腸
横行結腸

下行結腸
S状結腸
直腸

進
行
し
た
時
に
出
現
し
や
す
い
症
状

腹痛・嘔吐 △ 〇

貧血 ◎ 〇

血便 △ ◎

便柱狭小化 － 〇

排便習慣の変化 △ 〇

腫瘤触知 〇 △

上表：症状の現れ方
大腸がんは早期のものは無症状ですが、進行すると症状が出現すること

があります。大腸がんの位置により出やすい症状が異なるとされており、
硬い便が通る下行結腸やS状結腸、直腸のがんでは便の通りが悪くなるこ
とによる腹痛、嘔吐が起こりやすいとされ、血便や便の狭小化も認めやす
くなります。一方で便がまだ水様で固まりきっていない盲腸、上行結腸、
横行結腸に出来る大腸がんでは進行しても腹部症状が目立たないことが多
く、貧血や腹部のしこりと言った症状で発見されることがあります。

◎：発見の契機になりやすい症状 〇：比較的起こりやす症状 △：稀な症状 －：起こらない

部分別にみる大腸がんの症状

●大腸がんの死亡数は食の欧米化の影響が増加
傾向にあり、今後も増加すると予想されます。
近年、女性では死亡数のトップとなっています。
しかし、早期に発見して治療すればほぼ治療が
可能ながんです。

がん講演会

ご案内

不安、悩み、治療や薬のこと･･･共通の悩みを持つ方同士いろんなことをお話ししませ
んか？聞いて共感し、誰かに聞いてもらい外にはき出すことも大切です。
臨床心理士、医療ソーシャルワーカー、がん相談員もおりますので、ご希望の方は個別

相談（要予約）も可能です。安心してご来館ください。

●日 時：令和７年３月16日（日） 受付 12：30～

13：00～14：00 「あんこ花作り」講師 吉田佐織さん

14：00～16：00 親睦・交流会

●場 所：佐賀メディカルセンタービル 1階さん愛プラザ／3階研修室

 （〒840-0054 佐賀市水ヶ江1丁目12-10）

●対象者：がん患者又はその家族の方

●定 員：20名程度（材料に限りがあるため、必ずお申込みをお願いします）

●参加料：無料

●申込方法：住所、氏名、電話番号、家族同伴の有無をご連絡くさだい

   下記のフリーダイヤルへ、３月13日（木）まで

2/9日 令和６年度

佐賀県がんピアサポーター・フォローアップ研修が開催されました

佐賀県がん患者・家族つどいの会

ピア（peer）は「仲間」「対等」の意味で、共通の体験と関心に基づいた仲間同士の
相互支援活動をする人をピアサポーターと呼びます。同じ経験を持つ人が傾聴と情報提
供を行うことによって、相手が問題を自分で解決していくように
手助けするというピアサポーターによる支援は、従来の専門職に
よる支援とは異なる効果があると言われています。

2月９日（日）佐賀県がん総合支援センター（公益財団法人佐賀
県健康づくり財団）にて開催されたがんピアサポーター・フォロー
アップ研修では「コミュニ
ケーション技術を磨く」を
テーマに研修がおこなわれ、
たくさんの方が受講されま
した。

大腸がん検診の基本
２日間にわたって便を採取し、血液の成分が混じって
いないかを調べる「便潜血検査」です。
対象年齢：40歳以上
受診間隔：年に１回
受診場所：市町で実施しています。集団検診の会場で
配布または提出したりします。また、一部の市町では
個別検診も実施されています。
費用：市町によって異なります。無料～1000円程度
の自己負担で受けることができます。受診の際は、各
市町にお問合せください。
結果：検査後１ヶ月ほどで主に文章で通知されます。
精密検査（二次検診）：一次検診で「要精密検査」と
なった場合、一般的に大腸内視鏡検査が行われます。
腸を空っぽにしたうえで、内部を直接観察して詳しく
調べます。「痔だから」などど勝手に自己判断して精
密検査を受けないことは絶対にしないでください。
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では、質問です ？
2020年 全国の大腸がん罹患数は

2023年 全国の大腸がん死亡数は

佐賀県はどうでしょうか？

佐賀県でも、全国同様大腸がんの罹患数・死亡数ともに上位
に位置しています。最新の佐賀県の状況です。

罹患数 死亡数

男性２位
27,936人

女性１位
25,195人

男性4位
490人

3,573人

女性2位
432人

2,833人

出典：厚生労働省「2023年人口動態統計（確定数）」出典：国立がん研究センターがん情報サービス「最新がん統計」
：厚生労働省「全国がん登録 罹患数・率報告2020」

男性3位
155人

1,525人

女性1位
164人

1,149人

講師：佐賀大学医学部精神医学講座 助教 松島 淳 先生

男女別大腸がん死亡数
男女別全がん死亡数

男女別大腸がん罹患数
男女別全がん罹患数

http://localhost/
http://localhost/



	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2


